
■ワンちゃんとの生活でお悩み（関心）は何ですか

■動物愛護管理法第２１条（基準遵守義務）

■（環境省令）動物の管理方法等に関する基準

■自主研修（各自で質問に記入→答え合わせ）

■健康安全計画作成の体験

■健康安全計画の運用 （PDCAでレベルアップ）

個
別
研
修

鳥類・爬虫類・馬等を扱う方の個別研修



Q. ワンちゃんとの生活で今一番、お悩み（関心）は何ですか?
（複数回答可）（n=1,640）

１位「体調管理（５１．５％）」、２位「病気（４７．６％）」、３位「食事（３７．９％）」
犬の健康面の関心が高いことがうかがえる。

2023年11月15日報道発表
共立製薬株式会社



動物愛護管理法 第２１条 （基準遵守義務）

第一種動物取扱業者は、動物の健康及び安全を保持するとともに、生活環境の保全上の支障
が生ずることを防止するため、その取り扱う動物の管理の方法等に関し環境省令で定める基準
を遵守しなければならない。

前項の基準は、動物の愛護及び適正な飼養の観点を踏まえつつ、動物の種類、習性、出生後
経過した期間等を考慮して、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 飼養施設の管理、飼養施設に備える設備の構造及び規模並びに当該設備の管理に関する事項

二 動物の飼養又は保管に従事する従業者の員数に関する事項

三 動物の飼養又は保管をする環境の管理に関する事項

四 動物の疾病等に係る措置に関する事項

五 動物の展示又は輸送の方法に関する事項

六 動物を繁殖の用に供することができる回数、繁殖の用に供することができる動物の選定その他

の動物の繁殖の方法に関する事項

七 その他動物の愛護及び適正な飼養に関し必要な事項

すべての動物一般に適用される基準を次の七項目で示す。・・・青文字は健康安全計画で引用

目標① 目標②

視点① 視点②



■飼養施設の管理
①定期的に清掃・消毒を行う。
②汚物、残さ等を適切に処理する。
③衛生管理及び周辺の生活環境の保全に支障が生じないように清潔を保つ。
④一日一回以上巡回を行い、保守点検を行う。
⑤清掃・消毒及び保守点検の実施状況を記録した台帳を調製し、五年間保管する。

■飼養環境の管理
①動物の生理、生態、習性等に適した温度、明るさ、換気、湿度等を確保、騒音を防止する。
②犬猫以外の動物の展示を行う場合は、明るさの抑制等に配慮する。
③犬猫の飼養施設に温湿度計を備え、低・高温による動物の健康に支障がないよう管理

する。

④臭気による飼養環境、周辺の生活環境を損なわないよう清潔に保つ。

⑤犬猫は自然採光・照明により、日長変化に応じて光環境を管理する。

環境省令で定める動物の管理方法等に関する基準

清掃・消毒は、どこを？どの方法でするか具体的に考える

何を？どのように点検、記録するか具体的に準備する

犬猫と動物を分けて基準を示しています。



■動物の疾病等に係る措置
①新たな動物の導入は、当該動物が健康であることを目視か導入の相手方等から聴取り

確認する。
②確認が取れるれまでの間は、必要に応じて他の動物と接触させないようにする。
③動物の疾病、傷害予防、寄生虫の予防・駆除等日常的な健康管理を行う。
④疾病の予防等のため必要に応じてワクチン接種を行う。
⑤ねずみ、ハエ・蚊・ノミ等により動物が健康被害を受けないよう侵入防止、駆除を行う。

■その他動物の適正な飼養保管に必要な事項
①感染性疾病のまん延・闘争防止のため、親子・同腹子等を除き、顧客の動物を個々に収

容する。
②動物の種類、数、発育・健康状態、飼養環境に応じた適切な量、回数の給餌給水を行う。
③一日一回以上巡回して動物の数・状態を確認する。
④確認した実施状況を記録、台帳を調製して五年間保管する。

動物の状態は、どのように確認すればいいの？

環境省令で定める動物の管理方法等に関する基準



犬猫等販売業に係る特例の創設等 平成２４年法改正

① 幼齢個体の安全管理、販売が困難となった犬猫等の扱いに関する犬

猫等健康安全計画の策定・遵守 （第10条第3項、第22条の２）

② 犬猫等の適正飼養のための獣医師等との連携確保 （第22条の３）

③ 販売が困難となった犬猫等の終生飼養の確保（第22条の４）

④ 出生後５６日を経過しない犬猫の販売引渡し・展示の禁止 （第22条の５）

⑤ 犬・猫等の所有状況の記録・報告（第22条の６）

⑥ 感染性の疾病の予防措置（第21条の２）

⑦ 販売困難になった場合の譲渡しを努力義務として明記（第21条の３）



犬猫の販売・繁殖では、動物の管理方法等に関する基準(環境省令）が具体
的な内容、ポイントを通知で示し、さらに、幼若な犬猫等の健康安全計画の作
成、遵守が求められています。

中央環境審議会動物愛護部会（令和６年３月）で哺乳類の基準を令和６年度
以降に策定、解説書を作成予定、爬虫類、鳥類は、令和７年度以降？

作成にあたっては・・・

アニマルベースドメジャーの考え方を基本とする。

動物の外貌（ケガ、毛づや）、表情、行動の状態で判断する

哺乳類・鳥類・爬虫類の新たな基準を国が検討中



そこで今回は、爬虫類・鳥類・馬等の健康安全計画の作成を体験してください。

健康安全計画は、動物の健康と安全を守るのに必須です。

基準の「一日一回以上巡回して動物の数・状態を確認する。確認した実施状
況を記録、台帳を調製して五年間保管する。」のにも役に立ちます。

健康安全計画の作成のイメージがつかめればOKです。

分からないことは、講師がナビゲートしますのでご安心ください。

鳥類・爬虫類・馬等の自主研修のテーマ



動物愛護管理法 第２１条 （基準遵守義務）

第一種動物取扱業者は、動物の健康及び安全を保持するとともに、生活環境の保全上の支障が
生ずることを防止するため、その取り扱う動物の管理の方法等に関し環境省令で定める基準を遵守
しなければならない。

前項の基準は、動物の愛護及び適正な飼養の観点を踏まえつつ、動物の種類、習性、出生後経
過した期間等を考慮して、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 飼養施設の管理、飼養施設に備える設備の構造及び規模並びに当該設備の管理に関する事項

二 動物の飼養又は保管に従事する従業者の員数に関する事項

三 動物の飼養又は保管をする環境の管理に関する事項

四 動物の疾病等に係る措置に関する事項

五 動物の展示又は輸送の方法に関する事項

六 動物を繁殖の用に供することができる回数、繁殖の用に供することができる動物の選定その他

の動物の繁殖の方法に関する事項

七 その他動物の愛護及び適正な飼養に関し必要な事項

赤字部分を健康安全計画の骨子にできます



爬虫類・鳥類・馬等の健康安全計画の骨子 （イメージ）

①動物の種類、習性、出生年月日、飼養経過、病歴等の健康安全に関する基本情報を個体または群単位で
記録する。

②動物の飼養・保管をする環境の管理は、清掃・消毒、飼養場所の温度（最高と最低）・湿度、施設設備の保
守点検について、具体的に誰が、何を、どのようにするか手順を決め、関係者に周知する。

③動物の疾病等に係る措置は、家畜伝染病、人畜共通感染症、動物の病気について予防と防疫が的確に行
えるよう責任者の配置、点検記録、連絡体制、消毒（資材）などを定める。

④動物の展示・輸送の方法は、展示場所・輸送車両内の通風換気、温湿度調整、休憩時間について定める。

⑤動物を繁殖の用に供することができる回数、繁殖の用に供することができる動物の選定、その他の動物の
繁殖の方法は、飼養経過、病歴等を考慮して動物の健康安全に支障がないように定める。

⑥動物の愛護（福祉）については、動物が命あるものであることにかんがみ、動物をみだりに殺し、傷つけ、苦
しめることのないようにし、適切な給餌及び給水、必要な健康の管理その動物の種類、習性等を考慮した環
境を確保する。

⑦動物の適正な飼養については、販売できなかった動物（奇形・病気など含む）、繁殖を終えた動物などの適
正な取り扱いを定める。

⑧感染症対策、緊急時の連絡体制、獣医師との連携、販売等が困難になった動物の取り扱いを定める。



健康安全計画は、動物愛護法第２１条の基準項目、犬猫等販売業に係る特例項目を引用すれば
骨格は簡単に作れます。

骨格に「具体的に何をどのようにするか？」を各施設の実情に合った内容を書き足していきますが、
その前にちょっと「考える」体験をしてみましょう。

取り扱う動物種の中から問①から④にご自身の回答を記入した後、別添の資料を見て答え合わせ
をしてください。

今回考える際の資料は、次のものを主に引用しています。

■ペット動物販売業者用説明マニュアル （哺乳類・鳥類・爬虫類）
■馬の飼養管理に関する技術的な指針（農林水産省）・・・など
■インターネットで入手した資料・・・大変役立つもの、面白い内容が多いです。

健康安全計画作成の考え方



（手元に資料がない方へ）
おおいた動物愛護センターのホームページ「お知らせ」の「令和６年度動物取扱責任者研修の資料について」に掲

載中の研修資料④～⑥を順番に開き、タブレット等にダウロードするか印刷したものをご準備してください。

④鳥爬虫類等個別研修質問.pdf （約１５分程度で回答）
↓

鳥・爬虫類・馬・ウサギ・モルモットの順に５種類の中から取扱う動物種を選び、４つの質問の付箋箇所に入る文章
を書いてください。
（取扱う動物種が違う場合も５種類の中からお選びください。わからない箇所は飛ばして大丈夫です。）

⑤鳥爬虫類等個別研修答え.pdf （約５分程度で答え合わせ）
↓

該当するページを開き、質問と同じ文章の赤字箇所が質問の付箋で隠された箇所です。回答と見比べて答え合わ
せをしてください。

⑥鳥爬虫類等個別研修質問出典資料.pdf （お時間がある時に見てください）
↓

質問出典元の「ペット動物販売業者用説明マニュアル （哺乳類・鳥類・爬虫類）」、「馬の飼養管理に関する技術的
な指針（農林水産省）」、「インターネット入手資料」の抜粋です。

文字に色を付けた箇所が答え合わせと同じ個所です。赤枠や黄色マーカー部は、参考になる箇所です。

■自主研修（各自で質問に記入→答え合わせ）のやり方





















健康安全計画の骨子 （イメージ）

①動物の種類、習性、出生年月日、飼養経過、病歴等の健康安全に関する基本情報を個体または群単位で
記録する。

②動物の飼養・保管をする環境の管理は、清掃・消毒、飼養場所の温度（最高と最低）・湿度、施設設備の保
守点検について、具体的に誰が、何を、どのようにするか手順を決め、関係者に周知する。

③動物の疾病等に係る措置は、家畜伝染病、人畜共通感染症、動物の病気について予防と防疫が的確に行
えるよう責任者の配置、連絡体制、消毒資材の整備、点検記録などを定める。

④動物の展示・輸送の方法は、展示場所・輸送車両内の通風換気、温湿度調整、休憩時間について定める。

⑤動物を繁殖の用に供することができる回数、繁殖の用に供することができる動物の選定、その他の動物の
繁殖の方法は、飼養経過、病歴等を考慮して動物の健康安全に支障がないように定める。

⑥動物の愛護（福祉）については、動物が命あるものであることにかんがみ、動物をみだりに殺し、傷つけ、苦
しめることのないようにし、適切な給餌及び給水、必要な健康の管理その動物の種類、習性等を考慮した環
境を確保する。

⑦動物の適正な飼養については、販売できなかった動物（奇形・病気など含む）、繁殖を終えた動物などの適
正な取り扱いを定める。

⑧感染症対策、緊急時の連絡体制、獣医師との連携、販売等が困難になった動物の取り扱いを定める。



健康安全計画マニュアル （体験イメージ）

健康安全計画の「③動物の疾病等に係る措置」を例にしてマニュアルを作成してみます。

家畜伝染病、人畜共通感染症、動物の病気の予防と防疫が的確に行えるよう責任者の配置、連絡体制か
ら始めましょう。

■責任者の配置と連絡体制のイメージは次のとおりです。不在者は次の責任者が代行する、夜間など緊急
時にも対応できるなどの工夫をするとよいです。

現場責任者 A氏名 施設責任者 B氏名 C獣医師
携帯電話090-1234-5678 携帯電話090-1020-3040 携帯電話090-7865-4321

家畜伝染病→管轄の家畜保健衛生所
代表電話と緊急時連絡先

人畜共通感染症→管轄の保健所
代表電話と緊急時連絡先

クレーム対応も連絡体制に入れると適切な処理ができます。



健康安全計画マニュアル （体験イメージ）

「③動物の疾病等に係る措置」は、家畜伝染病、人畜共通感染症、動物の病気について予防と防疫が的確に

行えるよう責任者の配置、連絡体制、消毒資材の整備、点検記録などを定める。・・・と計画に書いています。

マニュアルでは、具体的に何をするかなどを次の例のように作成します。

■次に家畜伝染病、人畜共通感染症、動物の病気は何を対象にするか調べます。

・監視伝染病は、対象動物種に該当する伝染病を記入します。

・人畜共通感染症は、動物由来感染症ハンドブックなどをみて記入します。

・資料に記載がない場合は、「該当なし」と記入しましょう。

（マニュアル記載例）

鳥類の家畜伝染病は鳥インフルエンザ、人畜共通感染症はオウム病を対象とする、異常な鳥、死鳥を
毎日確認し、疑いがある場合は連絡体制により獣医師の診察を依頼する。（サンプル文面）



健康安全計画マニュアル （体験イメージ）

■消毒資材の整備等

・飼養施設の出入口に入室者の手指消毒用の７０％アルコールスプレー容器を配置し、

アルコール液の残量を毎日、開店前と閉店後に飼育担当者が確認し、液の不足があ

れば補充する。

・病気が疑われる場合は、飼育ケージ等を洗浄後、疑われる病気に有効な消毒薬を使

用して消毒する。

＊消毒薬の使い方は、容器に表示された濃度（水での薄め方）などを記入します。





馬、鶏、山羊、羊などの家畜を飼養する際は、家畜伝染病予防法の飼養衛生管理基準も参考になります。

健康安全計画をもとに具体的な実施方法をマニュアルで示し実行→実施結果を記録→評価→計画の改善を
行うPDCAサイクルでレベルアップしていきます。最初はシンプルな内容で作り、資料をみて追加していきます。

→健康安全計画

↓
具体的実施方法を
マニュアル化・記録

健康安全計画の運用 （PDCAでレベルアップ）



１ 販売、展示、貸出業の方は、前年度の頭数増減の定期報告を翌年度５月末
までに必ず提出してください。法律で義務付けされていますので原則文書で
の通知はありません。

該当する皆様への連絡事項です

２ 修了証書の事業所名は、各施設の登録証に記載された名称にしています。
名称が変わっている場合は、変更届をご提出ください。

３ 動物取扱責任者になる資格等をお持ちの参加者の方は、早めに変更届を
ご提出ください。


